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■等差数列

等差数列は、数が同じ値ずつ足していく(引いていく)数列のことです。数列ｎ番目の
値やn番目までの和を求める問題などがあります。

数列：数列とは、数字を並べたものであり、ある一定の規則性を持った数列に
対し、条件に一致する数を求めます。並んでいる1つ1つの数字を「項」、
最初の数を「初項」と言います。

解き方とポイント

並んでいる項と項の差が同じ値の数列を等差数列と言います。また、隣やってる2つの
項の差を公差と言います。
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初項が a₁ 、dの等差数列において、n番目の項は、以下の式で求められます。

aｎ ＝a₁＋（n-1)d

また１番目からn番目までの和は、以下の式で求められます。

Sn＝ a₁＋ a₂＋ …＋ aｎ＝ ＝
２

n（ a₁＋ aｎ）
２

n｛２a₁＋（n-1)d｝
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初項=3
公差=4
公差を何回足したか
=n-1
という3つの数字
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これを一般化する

「等差数列における連続する3つの項について、右端の数と左端の数の和は
真ん中の数の2倍」ということ。つまり、等差数列において「... a, b, c, ...」
という数字列があった場合、2b = a+cということです。

等差数列における連続する3つの項であるa, b, cは、公差をdとすると、
a = A – d b = A c = A + d
と表せます。
a+c = A - d + A + d = 2A = 2b
よってa+c = 2bです。
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(１)｛５、９、１３、１７、２１、・・・｝という数列において、以下の問いに答えなさい。

①２１番目の数を求めなさい。

A ８５ B  ８６ C  ８７ D  ８８
Ｅ ８９ F  A～Ｅのいずれでもない

答え Ａ ８５

aｎ ＝a₁＋（n-1)d
a₁＝５、 d＝４より、

21番目の数は、 a₂₁＝５＋（２１－１）×４＝８５
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答え Ｂ ９４５

(１)｛５、９、１３、１７、２１、・・・｝という数列において、以下の問いに答えなさい。

②１番目から２１番目の和を求めなさい。

A ９４０ B  ９４５ C  ９５０ D  ９５０
Ｅ ９６０ F  A～Ｅのいずれでもない

①より、a₂₁＝８５なので、

Sn＝ 、 a₁＝５より、

S21＝ ＝９４５

２

n（ a₁＋ aｎ）

２

21（ ５＋ ８５）
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(２) 以下の数列において、１１番目の数を求めなさい。
｛４、１０、１６、２２、２８、…｝

Ａ ６３ Ｂ ６４ Ｃ ６５ Ｄ ６６
Ｅ ６７ Ｆ ６８ Ｇ ６９ Ｈ A～Gのいずれでもない

答え Ｂ ６４

aｎ ＝a₁＋（n-1)d
a₁＝４、 d＝６より、

１１番目の数は、 a₁₁＝４＋（１１－１）×６＝６４
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(３) 以下の数列において、７番目の数を求めなさい。
｛２、６、１０、１４、…｝

Ａ ２５ Ｂ ２６ Ｃ ２７ Ｄ ２８
Ｅ ２９ Ｆ ３０ Ｇ ３１ Ｈ A～Gのいずれでもない

答え Ｂ ２６

aｎ ＝a₁＋（n-1)d
a₁＝２、 d＝４より、

７番目の数は、 a₇＝２＋（７－１）×４＝２６
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答え Ｄ ９８

(４)以下の数列の１番目から７番目までの和を求めなさい。
｛２、６、１０、１４、・・・｝という数列において、以下の問いに答えなさい。

１番目から７番目の和を求めなさい。

A ９５ B  ９６ Ｃ ９７ D  ９８
Ｅ ９９ F  １００ Ｇ １０１ Ｈ A～Ｅのいずれでもない

（３）より、a₇＝２６なので、

Sn＝ 、 a₁＝２より、

S₇＝ ＝９８

２

n（ a₁＋ aｎ）

２

７（ ２＋ ２６）
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(５) 以下の数列において、３１番目の数を求めなさい。
｛４、１０、１６、２２、２８、…｝

Ａ １７３ Ｂ １８４ Ｃ １９５ Ｄ ２０６
Ｅ ２１７ Ｆ ２２８ Ｇ ２３９ Ｈ A～Gのいずれでもない

答え Ｂ １８４

aｎ ＝a₁＋（n-1)d
a₁＝４、 d＝６より、

７番目の数は、 a31＝４＋（３１－１）×６＝４＋１８０＝１８４
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答え Ｃ １２２０

(６)以下の数列の１番目から２０番目までの和を求めなさい。
｛４、１０、１６、２２、２８、…｝

A １２００ B  １２１０ Ｃ １２２０ D  １２３０
Ｅ １２４０ F  １２５０ Ｇ １２６０ Ｈ A～Gのいずれでもない

a₁＝４、ｎ＝２０、ｄ＝６なので、

Sn＝

S₇＝ ＝２０（８＋１９×６）/２＝２０×１２２/２＝１２２０
２

２０｛ ２×４＋（２０－１）×６｝

２

n｛２a₁＋（n-1)d｝
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(７) 以下の数列において、３３番目の数を求めなさい。
｛２、６、１０、１４、…｝

Ａ １２５ Ｂ １２６ Ｃ １２７ Ｄ １２８
Ｅ １２９ Ｆ １３０ Ｇ １３１ Ｈ A～Gのいずれでもない

答え Ｆ １３０

aｎ ＝a₁＋（n-1)d
a₁＝２、 d＝４より、

７番目の数は、 a33＝２＋（３３－１）×４＝２＋１２８＝１３０
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答え Ｆ ８００

(８)以下の数列の１番目から２０番目までの和を求めなさい。
｛２、６、１０、１４、…｝

A ３００ B  ４００ Ｃ ５００ D  ６００
Ｅ ７００ F  ８００ Ｇ ９００ Ｈ A～Gのいずれでもない

a₁＝２、ｎ＝２０、ｄ＝４なので、

Sn＝

S₇＝ ＝２０（４＋１９×４）/２＝２０×８０/２＝８００
２

２０｛ ２×２＋（２０－１）×４｝

２

n｛２a₁＋（n-1)d｝
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等比数列：等比数列とは、同じ値を掛けていく（割っていく）数列のことです。
等差数列同様に、数列のn番目の値を求める問題な素があります。

解き方とポイント

並んでいる項と項の比が一定の数列を等比数列と言います。また、隣やってる2つの
項の比を公比と言います。

初項がa、公比rの等比数列において、ｎ番目の項は、以下の式で求められます。

an＝arⁿ⁻¹
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(１) 以下の数列において、７番目の数を求めなさい。
｛４、１２、３６、１０８、…｝

Ａ ９８３ Ｂ １９８３ Ｃ ２９１６ Ｄ ３４３０
Ｅ ５０２２ Ｆ A～Ｅのいずれでもない

答え Ｃ ２９１６

問題の数列は等比数列。
初項が４、公比は１２÷４＝３

an＝arⁿ⁻¹

a₇＝４×３⁽⁷⁻¹⁾＝４×３⁶＝４×３×３×３×３×３×３＝２９１６
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(２) 以下の数列において、６番目の数を求めなさい。
｛２、１０、５０、２５０、…｝

Ａ ５４０ Ｂ ６２５ Ｃ ３２００ Ｄ ４２５０
Ｅ ５４５０ Ｆ ６２５０ Ｇ １２５００ Ｈ A～Ｇのいずれでもない

答え Ｆ ６２５０

問題の数列は等比数列。
初項が２、公比は１０÷２＝５

an＝arⁿ⁻¹

a⁶＝２×５⁽⁶⁻¹⁾＝２×５⁵＝２×５×５×５×５×５＝６２５０
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(３) 以下の数列において、８番目の数を求めなさい。
｛４、８、１６、３２、…｝

Ａ ５０９ Ｂ ５１０ Ｃ ５１１ Ｄ ５１２
Ｅ ５１３ Ｆ ５１４ Ｇ ５１５ Ｈ A～Ｇのいずれでもない

答え Ｄ ５１２

問題の数列は等比数列。
初項が４、公比は８÷４＝２

an＝arⁿ⁻¹

a₇＝４×２⁽⁸⁻¹⁾＝４×２⁷＝４×２×２×２×２×２×２×２＝５１２
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(４) 以下の数列において、６番目の数を求めなさい。
｛８、１２、１８、２７、…｝

Ａ ３０２/５ Ｂ ２４３/４ Ｃ １９２/３ Ｄ １２１/２
Ｅ ３２ Ｆ ６５ Ｇ ７２ Ｈ A～Ｇのいずれでもない

答え Ｂ ２４３/４

問題の数列は等比数列。
初項が８、公比は１２÷８＝３/２

an＝arⁿ⁻¹

a⁶＝８×３/２⁽⁶⁻¹⁾＝８×３/２⁵＝８× ３/２ × ３/２ × ３/２ × ３/２ × ３/２

＝８×２４３/３２＝１９４４/３２＝２４３/４



問題の数列は等比数列。
初項が－２、公比は１０÷（－２）＝－５

an＝arⁿ⁻¹

a⁶＝（－２）×－５⁽⁸⁻¹⁾＝（－２）×（－５）⁷
＝（－２）×（－５）×（－５）×（－５）×（－５）×（－５） ×（－５）×（－５）

＝（－２）×（－７８１２５）
＝１５６２５０
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(５) 以下の数列において、８番目の数を求めなさい。
｛－２、１０、－５０、２５０、…｝

Ａ ５４５０ Ｂ ６２５０ Ｃ ３０２００ Ｄ ３１２５０
Ｅ １５６２５０ Ｆ １６２５４０ Ｇ ７８１２５０ Ｈ A～Ｇのいずれでもない

答え Ｅ １５６２５０


